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１．本発表の目的 

 日本においては当たり前に行われてきた特別

活動は、子どもたちの人格形成において有効で

あるという認識はあるものの、一方では、その

教育成果が見えにくく、時に「体験あって学び

なし」といった批判を受けることもある。そこ

で、７年前に日本型教育として自国にはなかっ

た特別活動を導入したエジプトにおいて、子ど

もたちの意識や行動にどのような変容が見られ

たのかを検証することで特別活動の教育的な意

義や役割について再認識していきたいと考えた。 

この発表では、昨年末に行ったエジプト日本

学校（EJS）での子どもたちのインタビュー調

査の分析結果をもとに、特別活動がエジプトの

子どもたちにもたらした影響と教育的効果、さ

らには、エジプトの子どもたちから見えてきた、

特別活動が育成する資質・能力について言及し

ていくことを目的としている。 

２．本発表の内容 

(1) インタビューの実施

本インタビューは、2023 年 12 月末に文部科

学省EDU-Portニッポン調査研究の助成を受け

た「非認知能力の育成に向けた特活の国際化と

質保証に関する研究」チームがエジプトに渡航

して行ったものである。 

実施時期：2023 年 12 月 25 日〜28 日 

対 象 校：カイロ周辺のエジプト日本学校

(EJS)３校 

対 象 者：EJS の４年生〜６年生の児童 15 人 

時  間：30 分 

実施方法：通訳者をはさみ、インタビューガイ

ドに沿って研究員と児童 1 対 1 で行う。 

(2) 子どもの意識の変容

児童が自身の変容についてインタビューで

答えている内容の共通点を以下に挙げる。 

①自分の意見を恥ずかしがらずに主張できるよ

うになった。

②「自分の意見が正しい」という考えから、「友

達の意見も聞こう」という考えに変わった。 

③けんかをしても、自分たちで話し合って解決

し、仲直りできるようになった。

④先生との関係性がよくなった。

(3) 特別活動がもたらした教育的効果

児童インタビューでの回答を資質・能力をカ

テゴリーとして整理してみた。

(4) 今後のエジプトでの実践課題

合意形成の捉えが、全員の納得解ではなく少

数派を説得することによる全員一致での決定と

なっている。そのことは、同調圧力を生むこと

に繋がり、日本の特活が批判されてきた集団主

義的な特活に進む恐れがある。 
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